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緒 言

余は曩に濱崎敎授指導の もとに實驗的燐中

毒蛙の赤血球核の變化を肝臟に於て 同敎授1)

の發見によるK. F. J法 で檢索 して興味ある新

事實を認め第1報 に報告 した.次 で余は第1

報の緒言で申述べたと同じ考へのもとに腎臟

に於ける赤血球核自體の變化を檢索 して次の

如 き成績を得たので此處に報告する.

實 驗 方 法

夏蛙22匹 に就て前篇記載と同一方法で實

驗 した.

實 驗 成 績

對照動物(對 照1,對 照2及 び對照3)

H.-E.:　 赤血球は絲毬體及び腎毛細血管 中

に認められ,そ の形態は肝臟に於ける赤血球

と全 く同一で原形質はエオジンで淡明紅色に

染つて核は橢圓形で染色素に富み,全 體が濃

紫靑 色である.

Cr:　 赤血球核は美麗な瀰漫性帶紫紅色に

染 り原形質は網状に現はれ,一 部の赤血球で

は之が紅色に呈色する.Baryt水 分別 を行ふ

と赤血球核は稍々呈色性を減 じ,原 形質は呈

色性 を消失 する.

Hg:　 赤血球核 は瀰漫性帶紫赤色 又は紫色

に染 り,原 形質には核 よ り放射状 に出た網状

物が あ り,時 に之が呈色 して ゐる.Baryt水

分別で呈色性 を稍 々減 ずる.

實驗動物No. 1(1日22時 間)

H.-E.:　 間 質血管 に出血 及び鬱血が著明で

赤 血球核 は腫大 して ヘマ トキシ リンに瀰漫 性

紫 赤色に染 つて ゐる.又 或 る核 は邊縁 が不整

になつてゐる.細 尿管腔 中に核 が融解 して瀰

漫性淡紫赤色 を呈 した類 圓形 の赤血球 を少數

認 める.

Cr:　 赤血球核の呈色性 は一般 に弱 い.

Hg:　 赤血球 核の呈色性 はCrの 場合 よ り

は強 く可成 多數の赤血 球核の染色素が原 形質

内の網 状物に移行 して呈色 し,更 に之が溶解

して瀰漫性紫赤色 を呈 して ゐる.又 核壁の小

突 起が肥大增 強 して棘 状 になつて ゐる場 合が

あ る.細 尿管腔内の核融解 した赤血球 は類 圓

形 で 瀰 漫 性 赤 紫 色 を呈 して ゐ る.之 等 は

Baryt水 分 別で呈色性 を餘 り減 じな い.

實驗動物No. 4(1日24時 間)
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H.-E:　 一般 に間質の 出血 充血が 著明 であ

る.一 部の赤血球では核の邊縁が 凹凸不整 に

なつてゐ る.又 核濃縮 を起 してゐ るものが極

く少數認 められ る.

Cr:　 赤血球核の 呈色性が 一般 に 弱 く,一

部の赤血 球では全 く呈色 しないで網 状物 のみ

が認 め られ る.

Hg:　 赤血球 核の呈色性 は前動物 と同樣強

く,核 の邊縁の 不整の ものでは核邊縁 の小突

起 よ り放射状 に出てゐ る原形質内の網 状構造

に染色素が移行 して呈色 してゐる.更 に この

網状物が溶解 して原形質全體が瀰漫性に赤紫

色 に呈色 してゐる赤血球 を可成多數認 め る.

絲毬體 中の赤血球核 に も同樣 の 變 化 を認 め

る.Baryt水 分別で之 等は呈色性 を餘 り減 じ

ない.

實驗動 物 No. 8 2日)

H.-E.:　 間質は 高度 に 充血,鬱 血 を起 し,

尚 所 々に單核球の浸潤 を認め る.一 部の赤血

球核 は邊 縁が不整 にな り乳嘴状 に核壁 發芽 を

起 して ゐる.又 棘苺の状 を呈 した 核 もあ る.

核 が膨大 して類 圓形 とな り瀰漫性紫色 に染 り

原形 質 も幾分紫 色 を帶 びた赤血球 を認 める.

Cr:　 呈色性 のな い 赤血球 核 も存在 す る.

赤血球 核の邊縁が棘苺状 に成つた ものでは棘

の突端 か ら放射状に原形質内に網 状物が 出て

僅かに呈色 してゐ る.核 邊縁の不整な核が 多

い.斯 くの如 き核内には顆粒樣物 を認 め る.

Baryt水 分別で呈色性 は左程減 じない.

Hg:　 赤血球核の呈色性が強 く,Crで は原

形 質の網状物が僅かに呈色する程度の赤血球

核 はHgで は更 に強 く呈色 して網状物が不明

となつてゐる.染 色素が網 状物 に移行 して原

形 質が呈色 してゐる ものが可成 多數 に認め ら

れ るが,尚 核 の部分は原形質 よ り強 く呈色 し

て明かに區別が 出來 る.少 數の赤血球 は核融

解 を起 して全體 が 帶 紫 赤 色 を呈 して ゐ る.

Baryt水 分別で尚呈色性が ある.

實驗動 物 No. 20(2日20時 間)

H.-E.:　 間質の出血 著明.極 く少數 ではあ

るが核の乳嘴 状發芽及び核 濃縮 を認め る.又

核邊 緑の不整の もの も認 める.更 に一部の赤

血球 は核が腫 大 して類 圓形 とな り原形 質が瀰

漫 性嗜塩基 性 を帶 びてゐる.尚 核が融解 して

赤血 球全體が嗜塩基性 小滴 となつ た もの及び

再び嗜酸性 になつた もの も極 く少數認 める.

Cr:　 H.E.染 色で核邊縁 の 不 整 な もの は

Crで は 一層 明瞭 で棘苺状 とな り突 起部 は原

形質の網 状物 に運絡 して ゐる像が 明かに認 め

られ る.更 に進 行す ると原形質 内の網状物が

赤紫色 に染 り網 の結 び 目の所 は點状顆粒状に

赤紫色 を呈 してゐ る.斯 くの如 き變化 を起 し

た赤血 球 を相當數に認 め る.極 く稀 に赤血球

核 は融解 して全 體が紫赤色 の 滴 状 に現 わ れ

る.Baryt水 分別で呈色性 を減 弱 する.

Hg:　 赤血 球核の呈色性 はCrの 場 合 よ り

強い核邊縁 の不整 な赤血球 を相當數 に 認 め

る.更 に原形質 も瀰漫性に淡紫赤色 に呈色 し

た ものが可成 に認 め られ る.一 部では核 が融

解 して 赤血球 全體 が 紫 赤 色 に 染 つ て ゐ る.

Baryt水 分別でCrの 場合程呈色性 を減 じな

い.

實驗動物 No. 9 (3日)

H.-E.:　 多數 の赤血 球核に染 色素 分離 及び

核壁發芽 を起 してゐ る.更 に一部 では原形 質

が嗜塩基性 を帶 びてゐ る.細 尿管腔 内に嗜酸

性小滴 となつた赤血球があ る.細 尿管上 皮細

胞 に大小の空泡 を認 める.

Cr:　 赤血 球核は凸凹不整 とな り染 色素 分

離 の 爲 核 の 呈 色 性 に 濃 淡 が 起 つ て ゐ る.

Baryt水 分別 を行 ふ と 呈 色性 を稍 々減 じて

來 る.

Hg:　 赤血球 核の呈色性物 質が原形質内に

移 行 して原形 質が瀰漫性 に呈色 してゐる.更

に移行 して核が淡明な小野 と化 してゐる.又

赤血 球核が融解 して全 體が瀰漫性紫赤色 に染

つて ゐる.Baryt水 分別 で 之 等は呈色性 を餘

り減 じない.

實驗動物　 No. 13(3日2時 間)

H.-E.:　 多數 の赤血球核 が腫大 して正常時

よ り嗜 塩基性が弱 くな り,反 對 に原形 質の嗜

酸性が減 じ嗜塩基性 とな り瀰漫性紫 色 を帶 び

て居 る.此 の際嗜塩基性 は核に近 い部分が 強

い.
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Cr:　 赤血球核の全 く呈色 しない もの が 多

數 に ある.染 色素流 出を起 して核 の呈色性が

減 じて顆粒網状 に染 ると同時に原形質の網状

物が呈色性 を起 した もの が 相當數認 め られ

る.一 部の赤血球核では染色素分離 を起 し核

壁 及び 核内が 網状顆粒状 に呈 色 して ゐ る.

Baryt水 分別で幾分呈色性 を減弱する.

Hg:　 Crの 標本 よ り呈色性が強い.赤 血球

の原形質 内の網状構造は次第 に不明瞭 とな り

原形質全體が瀰漫性紫赤色に呈色 して 來 る.

他 方核 は染色素が原形質に移 行す る爲た淡紫

赤色の小野 となる.遂 に一部の赤血球 では核

は融解 して赤血球全體が瀰漫性に呈色 してゐ

る.Baryt水 分別で之等 は呈色性 を餘 り減 じ

ない.

實驗動物　 No. 5 (4日)

H.-E.:　 出血可成著明.赤 血球核が腫大 し

て嗜 塩基性 を減 じ反對 に原形質が嗜塩基性 を

帶 びた もの を多數 に認 める.

Cr:　 No. 9と 大 同小異であ る.

Hg:　 多數の赤血球に於 て原形質が瀰漫性

に呈色 してゐる.

實 驗動物　 No. 6 (4日)

H.-E.:　 出血著明.細 尿管上皮細胞に大小

の空泡 を多數に認 める.多 數の赤血 球核は腫

大 して嗜塩基性 を減 じ稍 々嗜酸性 とな り,原

形質が嗜塩基性 となつてゐる.又 核融解 を起

して赤血球全體が嗜酸性 となつてゐる もの も

あ る.

Cr:　 赤血球核 の呈色性が一般 に弱い.

Hg:　 Crよ り呈色性が強い.赤 血 球の原形

質 の網状構造 は不明瞭で原形質全體が瀰漫性

淡紫 赤色 に染つてゐる.或 は赤 血球全體が紫

赤色小滴 に染 つてゐるの を多數認 める.之 等

はBaryt水 分別 で呈色性 を稍 々減ず る.

實驗動 物　 No. 11(4日12時 間)

H.-E.:　 出血著明.細 尿管上皮細胞 の變性

著明で染色素 融解 を起 した核が散在 する.少

數 の赤血球 では核が腫大 して瀰漫性紫色 を呈

し原形質 は稍 々嗜塩基性 を帶 びて居 る.更 に

核 の嗜塩基性が減 じ反對 に原形 質の嗜塩基 性

の強 くなつ た もの,遂 には核 が融解 して赤血

球全體 が嗜塩基性 とな り瀰漫性紫赤色 を呈 し

てゐ る.更 に嗜塩基性 よ り再び嗜酸性 となつ

た赤血球 も認 める.

Cr:　 赤血球核の呈色性 は一般 に著 し く減

弱 して核 は淡赤褐色に染 り厚形質の網状構 造

に呈色性 を認 める.Baryt水 分別で網状物 の

呈色性 は減ず る.

Hg:　 赤血球の原形質の網状構造は不 明に

なつて全體が瀰漫性 に光澤あ る淡紫赤色 にな

つ た もの を多數 に認 める.赤 血球全體が瀰漫

性濃紫赤色 に染 り僅か に核影 を認 め るもの或

は認 め られない もの もある.又 少數なが ら赤

血 球全體が淡紫赤 色に染つてゐ る.Baryt水

分 別で呈色性尚殘存 する.

實 驗動物　 No.12(5日12時 間)

H.-E.:　 細 尿管上 皮細胞に硝 子滴變性 を認

め又大小 の空泡 を可成多數 に認 める.赤 血 球

核壁 發芽 を少數認 め,又 一部 の赤血球では核

が腫大 して原形質 は嗜塩基性 を帶 び て ゐ る.

細 尿管腔 内に赤血球核が融解 し嗜塩基性小滴

となつた もの及び再 び全體が嗜酸性 を帶び て

ゐる もの も認 める.

Cr:　 原形質が瀰漫性紫赤色 を呈 した 赤血

球 もあるが一般に赤血 球核 の呈色性 は 弱 い.

細尿管腔内 の 嗜塩基性 小滴 は 淡紫赤色 で あ

る.Baryt水 分別 で呈色性 は餘 り變 らない.

Hg:　 赤血 球の原形 質が瀰漫性 に光澤 あ る

淡紫赤色に呈色 して ゐるの を相當 數認 め る.

核質 涌出を少數認 め る.原 形質が核 と殆 ど同

程度 に濃染 した もの,遂 に核が融解 した もの

も認 める.H.-E.染 色 に 於 ける嗜塩基性小滴

は淡紫 色の小滴 に現 はれ る.Baryt水 分別 で

之等 は呈色性 を稍 々減 ずる.

實驗動物　No. 22(6日)及 びNo. 23(6日)

H.-E.:　 赤血 球核が腫大 して瀰漫性紫靑 色

に原形質は嗜塩基 性 を呈する赤血球 を可成 多

數 認 める.核 融解 して全體が嗜塩基性 の類 圓

形 に現 はれ てゐ る ものが血管 内及び細 尿管腔

内に認 められ る.更 に嗜酸性 と成 つた もの も

認 める.

Cr:　 H.-E.で 左程變 性の 無 い 赤血球 で も

Crで は正常 時 よ り呈色性が 非常 に減 弱 して
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ゐ る.H.-E.で 核が腫大 し原形質の 嗜塩基性

の赤血球はCrで は核が 稍 々大 きく邊縁が 不

整 で,核 よ り放射状に原形 質内の網 状構造が

呈色 し,特 に網 の 目の結びの所が強 く呈色 し

て時 には全體が顆粒状 に見 える.Baryt水 分

別 でCrに 於て 呈色性の弱い核 は寧 ろ 強 くな

り他 は呈色性 を減 ずる.

Hg:　 Crで 呈色性の弱 い核 はHgで は 強

く,Crで 強い もの はHgで は寧 ろ弱い,多 數

の赤血球 の原形質が瀰漫性淡紫赤色に又核の

融解 した ものは淡紫赤色の類圓形滴状 に現 は

れ る.Baryt水 分別で尚相當呈色性 は殘存 す

る.

實驗動 物　 No. 7(6日3時 間)

H.-E.:　 赤血球核の核壁發芽 及び核 濃縮 を

少數認める.一 部の赤血球 では核 が腫大 し原

形 質が嗜塩基性 を帶 びてゐる.核 が 融解 し赤

血球 全體 が嗜塩基性 を帶びた もの及び再び嗜

酸 性 を帶びた ものが 多數認 められ る.核 の融

解 した赤血球は細 尿管の上皮細胞内に も認 め

られ る.

Cr:　 赤 血球核の呈色性は非常 に弱 い.

Hg:　 核 は よく呈色 して 多數 の赤血球の原

形質 は瀰漫性紫赤色 に染 り又核融解 を起 して

全體が瀰漫性紫赤色に染つて ゐる.Baryt水

分別 で之等 は尚呈色してゐる.

實驗動物　 No. 15(6日12時 間)

H.-E.:　 出血著明.赤 血 球 核 の 邊 縁 の 不

整,腫 大が認 められ,又 原形質 が嗜塩基性 を

帶 びてゐる.

其 の他嗜塩基性 小滴 及び嗜酸性 小滴 となつた

赤血球 を認 める.細 尿管腔 内に多數の赤血球

崩壞 産物 を認 める.

Cr及 びHg:　 所見前例 と大 差ない.

實驗動物　 No. 14(7日)

H.-E.. 赤血球 は少 く淋巴球 の浸 潤が著明

で赤血球核 は前例 と殆 ど同 じ所見で ある.

Cr:　 赤血球核 は殆 ど呈色 しない.

Hg:　 No.7と 大 同小異で ある.

實驗動物　 No. 16(7日18時 間)

H.-E.:　 出血著明.一 部 の赤血 球では核が

腫 大 し原形質が瀰 漫性 に紫 色 を帶 び て ゐ る.

又核が融解 して赤血球全體が嗜塩基性 と成 り

或 は再び嗜酸性 と成つ てゐる.

Cr:　 一部の赤血球 では核が 腫大 し原形 質

の網状構造が紫赤 色に呈色 して ゐる.大 多數

の赤血 球は核 の呈色性が弱 い. Baryt水 分 別

で呈色性は稍 々減 少す る.

Hg:　 多 數の赤血球の原形質の網 状構造が

不明 になつて原形質全體が瀰漫性紫 赤色に染

る.一 部では核が淡明 な小野 となつ て ゐ る.

核融解 を起 して全體が瀰漫性紫赤色 を呈 した

赤血 球があ る.Baryt水 分別で呈色性 は尚殘

存 する.

實驗動 物 No.10(8日2時 間)

H.-E..　 一部の赤血球 では核の邊縁 不整及

び乳嘴状突起 を認め る.又 核が腫大 し淡紫青

色 に染 り原形質 は嗜塩基性 を帶び た もの を認

める.類 圓形 の嗜塩基性 及び嗜酸性小滴 とな

つ た赤血球 も存在 す る.

Cr:　 核の呈色 しない赤血球が 多數にあ る.

又可成相 當數の赤 血球 核が 腫大 し網 状構造が

赤紫色に呈 色 してゐる. Baryt水 分別で尚呈

色があ る.

Hg:　 一部の赤血 球の 原形質が瀰漫性 に呈

色 し核融解 に陷つた ものは全體 が赤紫色 であ

る. Baryt水 分別 で尚呈色性 は殘存 する.

實驗動物 No.17(12日)

H.-E.:　 細尿管上皮細 胞 の 空 泡 性 變 性 著

明.可 成多數の赤血球 では核が腫大 し淡染 し

て,原 形質 は嗜塩基性 となつ てゐる.又 核融

解 した赤血球 は嗜塩基 性小滴或は嗜酸性小滴

となつて ゐる.

Cr:　 呈色性のあ る赤血球 核は少い.

Hg:　 Crと 反對 に赤血球 核 の 呈色性 が 強

い核は腫大 し原形質の網状構造が消失 し瀰漫

性赤紫色 を呈 した もの,或 は核が融解 して赤

血球全體 が赤紫色 を呈 した赤血 球が非常 に多

い. Baryb水 分 別で 呈色性 は尚殘存 す る.

實驗 動物 No. 21(13日12時 間)

H.-E.:　 出血可成 高度.細 尿管上 皮細胞の

空泡變 性又 高度.相 當多數の赤血球核が腫 大

し淡紫靑 色に染 る.可 成 多數 の赤血 球が核融

解 に陥つて嗜塩基性 小滴 と して,或 は それが
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再 び嗜酸性 となつて現はれてゐ る.

Cr:　 赤血 球核の 大多數 は呈色 しない.少

數 の 核 は 腫 大 して 輕 度 に 呈 色 し て ゐ る.

Baryも 水分別で大 した變化はない.

Hg:　 赤血球核 は良 く呈色 し,可 成多數の

赤血球は原形質が瀰漫性紫赤色に染 り,な か

には核が融解 して核影の認 められない もの も

ある.又 一部では滴状に現 はれてゐる.Baryt

水分別 で呈色性は左程變 化 しない.

 實驗動物 No.18(14日12時 間)

H.-E.:　 腎實質の變性が強 く,一 部では壞

死に陷つて白血 球の浸潤が強い.赤 血球核の

變化は前例 と大 同小異 である.

Cr及 びHg:　 所見は前例 と大差 ない.

實驗動物 No.19(15日10時 間)

H.-E.:　 出血著明.可 成 多數の赤血球に於

て核が腫大 し淡紫青 色に染 り原形質が瀰漫性

に嗜塩基性 を呈 してゐる.核 が融解 して全體

が嗜塩基性になつてゐる場合 と之が再び嗜酸

性 になつてゐる場 合 とある.

Cr:　 呈色性の 無 い赤血球核が 多數 認 めら

れる が,中 に原形質 の網状構造が紫赤色に呈

色 した もの も認める.Baryt水 分別で呈色性

は餘 り減 じな い.

Hg:　 赤血球核の呈色性 は 強 く,特 にCr

で呈色性のない赤血 球に強い.原 形質は瀰漫

性紫赤色に呈色 し,更 に核が融解 して全體が

瀰 漫性紫赤色に呈色 してゐ る赤血球 を多數認

める.時 々之が滴状に現 はれ る.Baryt水 分

別 で呈色性 は餘 り變化 しない.

總 括

燐中毒蛙の腎臟に於ける赤血球核の變化を

見るに肝臟に於ける場合に較べて質的に餘 り

變化はないが變化の強 さは一般 に輕度 で あ

る.殊 に血管内の赤血球が硝子滴状 を呈する

もの,及 び核質涌出は肝臟 より少い.そ の原

因については明かでないが全身の血液中の門

脈血に於て燐の濃度が最 も高かるべきことは

肝臟が有力な解毒臟器であることに着目しな

ければならない.Sudan Ⅲ 染色を行つて見

る と("燐 中毒蛙の細尿管上皮の核變性"參

照)肝 臟内の圓形 に腫大 した赤血球 には著 明

な脂肪化が 見 られたが腎臟 では左樣 な所見は

得 られ なかつた.變 性の時間的の關 係は個體

的に相當 の相違が見 られ る が1～2日 前後 に

は主 として核壁發芽,核 壁 不整,染 色素融解,

核 質涌出3)等 の核退 行變性が強 く,稀 に核濃

縮,染 色素分離3)が 存在 し,之 等 の變 性 と同

時 に少數なが ら核融解 を起 した赤血 球 を認 め

る.之 等核變性に於け る所 見(ヘ マ トキシ リ

ン-エオ ジン染 色 及び石炭酸 フ クシン沃 度法)

は實驗成績の 所に記載 した如 く第1報 に述 べ

た もの と同樣であ る.3～4日 で は染色素融解

を起 した ものが多い.4日 以後にな ると核 壁

發芽,核 質涌出3)が 減 じ赤血球 核の融解 した

ものが 多 く,特 に6日 以後 にな ると之が增 加

して來 る.赤 血球核が融解 するとH.-E.染 色

で は最初は赤血球全體が 嗜塩基性 に 呈色 し,

更に變化すると再び嗜酸性に呈色する樣にな

る.細 尿管腔内には比較的早期よ り赤血球核

の融解 した もの及びその崩壞産物を認 めると

とが出來る.尚 細尿管上皮細胞中に も核融解

を起 した赤血球を認めることが出來る.次 で

之等の核退行變性を濱崎敎授1)の 發見による

K. F. J法 で檢索すると核酸分解産物の浩長か

ら一層その變化過程 を詳 らかに知ることが出

來る.即 ちCr合 劑固定標本では正常蛙 の腎

臟に於ける赤血球核の所見は前篇の如 く核は

美麗な瀰漫性紫紅色に染 り核膜の外側に小突

起が見 られ,之 は原形質内に核膜から放 射状

に出てゐる網状物の連絡點であることを認め

る.即 ち核壁不整時には小結節が肥大增加 し

て小 さい時は棘苺の如 く,大 きい時は乳嘴状

になる.H.-E.染 色で僅かに變化のある時期

か ら染色素がこの連絡點 より網状物に移行 し

て呈色する.染 色素融解に よつて染色素の大

部分が網絲 中に移行 して網状物の網の目の結

びの所が強く呈色 し顆粒状に現はれ,遂 に網

状物は溶解消失 して原形質が瀰漫性紫赤色に

呈色する.染 色素の網絲への移行が增 強する

と核は淡明な小野とな り,核 融解 を起すと赤

血球全體が淡紫赤色に呈色する.尚 細尿管腔

内の核融解赤血球は類圓形淡紫赤色を呈 して
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ゐる.Cr合 劑固定標本で注意すべ きことは實

驗開始後比較的早期より核の呈色性が減弱す

るととである.Hg合 劑固定標本では正常蛙

の腎臟に於ける赤血球核は肝臟の場合と同じ

である.中 毒蛙の赤血球核の變化する過程 も

亦實驗成績の所で記載 した如 く前篇と同樣の

過程 を取つて核が融解する.尚 細尿管腔内の

核融解を起 した赤血球は紫赤色に現 はれ る.

此處に注意すべきととはCr合 劑固定標本 で

は變性が進むにつれて呈色性が 減ずるがHg

合劑固定標本では反對に呈色性が強 くなると

とである.

結 語

1) 燐中毒蛙の腎臟に於ける赤血球核の變

化は前篇肝臟に於ける場合に類似するが其の

變化はそれ程著しくない.殊 に硝子滴状の變

化 を起 した赤血球は少い.此 の事は門脈系血

液が全身血液中最 も燐の濃度が高かかるべき

ことと無關 係で はあ り得 ない.

2) 中毒蛙 に於 て1～2日 前後 は主 と して

核壁發芽,核 壁不整,染 色素融解,核 質涌出

等の退行變性 が多いが,既 に此 の時期 よ り少

數 なが ら核融解 を認 める.

3) 3～4日 では染色素解融 を起 した もの

が 多い.

4) 4日 以後 になる と核壁 發芽,核 質涌 出

が減 じ染色素融解更 に進 んで核融解 を起 した

ものが 多 く,特 に6日 以後 になると之が增 加

する.

5) 細尿管腔 内に比較的早 期か ら核融解 を

起 した赤皿球 及びその崩壞産物 を認 める.そ

の變性の進 む過程 は血管内の赤血球核に於 け

ると同樣 であ る.

終 りに臨んで恩師濱崎敎授の御懇篤な御指導と

御佼閲を深謝する.

主要文献は第3報 に記載する.


